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行政×地域企業 の車載用蓄電池リサイクル実証は“日本初” 

～北九州版 車載用蓄電池サーキュラーエコノミーモデル～ 

北九州エリアで「蓄電池のリサイクル実証」が本格始動！ 

【トヨタ自動車九州㈱×エコタウン企業（日本磁力選鉱㈱、西日本オートリサイクル㈱）×北九州市】 

 

北九州市は、令和４年４月に、トヨタ自動車九州㈱とカーボンニュートラルに

関する連携協定を締結し、車載用蓄電池の３Ｒ（リビルド・リユース・リサイク

ル）実現に向け、人材交流を含めた勉強会の実施や、エコタウン企業などの地域

企業と連携した取組みを進めてきました。 

その結果、今後、廃棄量の増加が予想される車載用蓄電池 リチウムイオン電

池について、トヨタ自動車九州㈱、日本磁力選鉱㈱、西日本オートリサイクル

㈱が連携してリサイクルするＦＳ（事業化可能性）実証が、令和６年２月から

スタートしました。 
 
車載用リチウムイオン電池は、現状では無害化処理が中心で、レアメタルな

ど蓄電池に含まれる希少な資源のリサイクルが進んでいない状況にあります。 

これまで実施したＦＳ実証により、蓄電池の分解・無害化処理にかかる作業

コスト、リサイクル資源として得られるニッケルやコバルトなどのレアメタル

を含むブラックマス（ＢＭ）（※2）や鉄・銅など有価金属の回収効率など、リサイ

クル事業を継続的に進めるために必要な基礎データが得られました。 
 

今後も、これらの取組みを支援し、ＢＭを蓄電池材料に戻すための技術検証

や、より安全性の高いリサイクル手法の確立に向けた取組みを進め、北九州エ

コタウンを中心とした北部九州エリアでの車載用蓄電池のリサイクル拠点化を

目指して参ります。 

 
※1 北九州グリーンインパクトとは、 

風力発電関連産業の集積や水素の供給・利活用、新たなリサイクル事業の創出などサーキュラ
ーエコノミーを推進することで、日本最大のグリーン産業拠点を形成するとともに、再生可能エ
ネルギーやリサイクル機能など様々な環境価値を提供し、市内企業の国際競争力の強化を図るこ
とにより、「稼げるまち」の実現を目指すもの。 

※2 ブラックマス（BM）とは、 
リチウムイオン電池を熱処理及び破砕選別した後に得られるコバルト、ニッケル、リチウムな

どのレアメタルが含まれる粉体。 

  
【問い合わせ先】 

環境局サーキュラーエコノミー推進課 玉井・正野（TEL：093-582-2630） 

北九州グリーンインパクト関連事業（※1） 

市政、経済・金融記者クラブ同時配布資料 １１月２７日（水）  



〇 トヨタ自動車九州㈱と北九州市のカーボンニュートラルに関する連携協定 

トヨタ自動車九州㈱と北九州市の連携を深め、双方の強みを活かした相乗効果に

より、「持続可能なものづくり」を加速させるもの。(協定締結：Ｒ４年４月) 

 

（連携協定の取組内容） 

①資源循環・３Ｒの取組み推進 

②カーボンニュートラルの実現 

③地域との連携推進 

 

 

 

 

 

 

〇 リチウムイオン電池のリサイクル 地域ＦＳ実証 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北九州エコタウン 

トヨタ自動車九州㈱ 

（実証用の蓄電池提供） （蓄電池の分解、安全性検証） （無害化・焼成、ＢＭ製造） 

西日本オートリサイクル㈱ 日本磁力選鉱㈱ 

▲蓄電池解体工程の相互見学会、意見交換 ▲北九州エコタウンや地域企業との連携 

【ＦＳ実証の成果】 

〇蓄電池の解体作業の検証、解体

工数の把握 

〇蓄電池の無害化処理、破砕選別 

処理のトライ 

〇無害化処理後の回収素材の歩留り 

確認・評価 

【今後の取組み】 

〇ＢＭを蓄電池材料に戻す 

ための技術検証 

〇より安全性の高いリサイクル 

手法の確立 



 


